
ドイツの教員養成・研修の現状と課題
アクセル・ゲールマン教授

5月12日(木) 15時40分～17時

教育学部L棟３階多目的実習室

ドイツの教育、教員養成・研修、ドレスデン工科大学教
職センターの取り組みについて
トピック : ドイツの教育システム、教員養成スタンダード、教員研修、教職センター

事前申し込み不要、参加費無料

主催：静岡大学教職センター共催：静岡大学教育学部

Prof. Dr. Axel Gehrmann
ドレスデン工科大学教職センター長

お問合せ: 教職センター学術研究員山本隆太 yamamoto.ryuta shizuoka.ac.jp  TEL 054-238-4499 



アクセル・ゲールマン教授
研究領域: 
• 学校教育の歴史と理論
• 教員および教員養成の実践的研究
• 教職キャリアパス
• 指標を導入した教育報告書の展開
• 地域と学校の発展 / 教育ガバナンス

ドレスデン工科大学教職センター長(2012年10月より)
ドイツ教育学会専門職・教員養成委員会長 (2009年4月 – 2014年9月)

Prof. Dr. Axel Gehrmann
ドレスデン工科大学教職センター長

主な著作
Gehrmann, Aほか(編) (2013): 「教員養成の形式と変化. 近年のトレンドと研究」 Bad Heilbrunn: Klinkhardt.
Gehrmann, Aほか(編) (2010): 「教育スタンダードとコンピテンシーモデル. 学校、授業、教員養成に関する近年の動向」
Klinkhardt.
Gehrmann, A. (2003): 「専門職としての教員のモデル構築. 」 Leske + Budrich.

(翻訳：山本)


